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歳 入
3,223,000

千円

町税 403,723千円
（12.5％）

地方交付税 1,475,000千円（45.8％）

町債
283,800千円
（8.8％）

平成16年度の当初予算が、勝浦町議会３月定例会において、可決承認されました。
一般会計は、32億2,300万円（前年度比2.0％減）となっております。
町の主な収入の地方交付税は国の三位一体改革の影響を受け、5.8％減、また、町税も

長引く景気の低迷を受け増加は見込めない状況となっています。しかしながら、限られた
財源をより緊急性、必要性の高い事業に優先的に配分することで、できる限りの予算編成
をいたしております。当初予算は年間を通ずる総合予算として編成されるものですが、国
庫支出金等が未確定の事業については、補正予算で対応することになっています。

町に入る１年間のお金が歳入です。町が自主的に収入し
うる自主財源と国や県により定められた額が交付される依
存財源とがあります。自主財源の主なものは町税で４億372
万３千円で歳入総額の12.5％を占めております。しかし、
町税を含む自主財源は９億6,496万円と全体の30.0％にと
どまり、各自治体が一定水準の行政サービスができるよう
国から交付される地方交付税14億7,500万円を中心とする
依存財源に頼る予算編成にならざるを得ません。町では、
毎年度歳入財源を補うために、年度当初に財政調整基金を
取り崩し、年度末に余った財源を基金に積み戻しています
が、ここ数年は、税収や地方交付税などの歳入が激減した
ことから、予算編成がより厳しいものとなっています。

平成16年度

一般会計
当初予算

32億2,300万円

歳 入

依 存 財 源
2,258,040千円（70.0％）

自 主 財 源
964,960千円（30.0％）

地方消費税交付金 54,890千円（1.7％）

自動車取得税交付金 20,438千円（0.6％）

地方特例交付金 12,000千円（0.4％）

交通安全対策特別交付金
1,000千円（0.0％）

国庫支出金
104,629千円（3.2％）

県支出金 234,790千円（7.3％）

繰入金
345,800千円
（10.7％）

地方譲与税 65,381千円（2.0％）

利子割交付金 4,906千円（0.2％）

配当割交付金 770千円（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金 436千円（0.0％）

分担金および負担金
12,032千円（0.4％）

使用料および手数料
67,439千円（2.1％）

財産収入 5,369千円
（0.2％）

寄附金 1千円（0.0％）

繰越金 80,000千円（2.5％）

諸収入 50,596千円（1.6％）
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歳 出

目的別歳出

3,223,000
千円

総務費 774,987千円
（24.0％）

基幹水利施設補修事業 39,375

広 域 農 道 整 備 事 業 34,449

農 業 振 興 事 業 31,750

林 道 開 設 事 業 28,944

町 単 道 路 改 良 費 25,040

道 路 改 良 費 19,609

基 盤 整 備 促 進 事 業 17,193

県単急傾斜崩壊対策 14,851

農 免 農 道 整 備 事 業 14,355

県 単 河 川 改 良 費 10,100

特 別 会 計 名 当初予算額

国 民 健 康 保 険 728,319
簡 易 水 道 事 業 30,749
住宅新築資金等貸付 13,866
農 業 集 落 排 水 事 業 27,340
老 人 保 健 973,545
介 護 保 険 609,418

勝浦病院

事 業

収益的
収入 816,000
支出 816,000

資本的
収入 44,684
支出 53,000

平成16年度 特別会計予算 単位:千円 主な普通建設事業 単位:千円

歳出は、目的別に分析する方法と性質別
に分析する方法があります。
目的別に歳出を見てみますと公債費が８

億5,750万３千円で26.6％を占めています。
続いて総務費、民生費、農林水産業費、教
育費、衛生費となっています。
性質別に見てみますと、人件費・扶助費・

公債費の義務的経費は歳出全体の57.0％を
占め、引き続き厳しい財政状況となってい
ます。

議会費 50,098千円（1.5％）

民生費 498,137千円
（15.5％）

衛生費
254,713千円
（7.9％）

農林水産業費
334,914千円
（10.4％）

商工費 13,189千円（0.4％）

土木費 111,423千円（3.5％）

消防費 42,947千円（1.3％）

教育費
259,486千円
（8.1％）

災害復旧費 12,603千円（0.4％）

公債費 857,503千円
（26.6％）

予備費 13,000千円（0.4％）

性質別歳出

3,223,000
千円

人件費 806,986千円
（25.0％）

物件費 459,557千円
（14.3％）

維持補修費 14,000千円
（0.4％）

扶助費 172,417千円
（5.3％）

補助費等 241,093千円（7.5％）普通建設事業費 299,304千円
（9.3％）

災害復旧事業費
12,603千円
（0.4％）

公債費 857,753千円
（26.6％）

積立金 866千円
（0.1％）

投資および出資金
20千円（0.0％）

貸付金 10,290千円
（0.3％）

繰出金
335,111千円
（10.4％）

予備費 13,000千円（0.4％）
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政
府
は
、
三
月
九
日
の
閣
議
で
合
併
関
連

三
法
案
を
決
め
た
。
現
行
の
合
併
特
例
法
失

効
後
の
市
町
村
合
併
を
進
め
る
た
め
の
新
た

な
市
町
村
合
併
特
例
法
案
と
、
期
限
内
合
併

（
平
成
十
七
年
三
月
申
請
）
に
財
政
支
援
継

続
等
を
認
め
る
現
行
合
併
特
例
法
の
一
部
改

正
案
、
「
地
域
自
治
区
」
の
創
設
な
ど
地
方

自
治
法
一
部
改
正
案
の
三
本
。

新
た
な
合
併
特
例
法
案
は
、
総
務
大
臣
が

策
定
す
る
「
基
本
指
針
」
を
受
け
て
、
都
道

府
県
知
事
が
「
合
併
の
組
合
せ
」
な
ど
を
内

容
と
す
る
「
構
想
」
を
策
定
し
、
合
併
協
議

会
の
設
置
勧
告
や
合
併
協
議
の
勧
告
・
あ
っ

せ
ん
・
調
停
な
ど
で
合
併
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

一

合
併
特
例
区
制
度
等
の
創
設

合
併
に
際
し
て
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協

議
に
よ
り
、
一
ま
た
は
二
以
上
の
旧
市
町
村

単
位
に
法
人
格
を
有
す
る
区
（
合
併
特
例
区
）

を
一
定
期
間
（
五
年
以
下
）
設
置
で
き
る
制

度
を
創
設
す
る
。

●
区
長
、
合
併
特
例
区
協
議
会
を
置
く
（
公

選
と
し
な
い
）。

●
課
税
権
、
起
債
権
は
な
し
。

二

市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
障
害

を
除
去
す
る
た
め
の
特
例
措
置

合
併
に
関
す
る
障
害
除
去
の
た
め
、
地
方

税
の
不
均
一
課
税
、
議
員
の
在
任
特
例
等

現
行
合
併
法
の
特
例
措
置
は
基
本
的
に
存

置人
口
三
万
人
以
上
を
有
す
れ
ば
市
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
三
万
市
特
例
お
よ
び
合
併

特
例
債
は
廃
止
。
合
併
算
定
替
は
、
現
行

の
特
例
期
間
十
年
（
＋
激
変
緩
和
五
年
）

を
段
階
的
に
五
年
（
＋
激
変
緩
和
五
年
）

に
短
縮

三

市
町
村
合
併
推
進
の
た
め
の

方
策

総
務
大
臣
が
、
市
町
村
の
合
併
を
推
進
す

る
た
め
の
基
本
指
針
を
策
定

都
道
府
県
が
、
基
本
指
針
に
基
づ
き
、
市

町
村
合
併
推
進
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て

市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
関
す
る
構
想
を

策
定

４

都
道
府
県
知
事
は
、
構
想
に
基
づ
き
、

●
申
請
に
基
づ
い
て
、
市
町
村
合
併
調
整
委

員
を
任
命
し
、
合
併
協
議
会
に
係
る
あ
っ

せ
ん
、
調
停
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
合
併
協
議
会
設
置
の
勧
告
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
勧
告
を
受
け
た
市
町
村
長
は
、

合
併
協
議
会
設
置
協
議
を
議
会
に
付
議
す

る
こ
と
と
し
、
議
会
が
否
決
し
た
場
合
等

に
は
、
住
民
が
六
分
の
一
以
上
の
有
権
者

の
署
名
に
よ
り
ま
た
は
市
町
村
長
が
住
民

投
票
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
合
併
協
議
会
に
お
け
る
市
町
村
の
合
併
に

関
す
る
協
議
の
推
進
に
関
し
、
勧
告
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
法
律
は
五
年
間
（
平
成
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
ま
で
）

の
限
時
法
と
す
る
。

以
上
が
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
の
市
町

村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
案
の
概

要
で
す
。

徳
島
県
内
で
は
、
三
月
二
十
四
日
に
設
置

さ
れ
た
三
好
西
部
を
含
め
て
九
つ
の
法
定
合

併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
合
併
協
議
が
進
ん

で
い
ま
す
。
合
併
協
議
に
参
加
し
て
い
る
町

村
は
三
十
四
町
村
。
す
べ
て
の
法
定
協
議
会

が
合
併
を
決
め
れ
ば
、
県
内
の
五
十
の
市
町

村
は
半
分
の
二
十
五
市
町
村
に
再
編
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

勝
浦
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
合
併
特
例
法

の
期
限
を
視
野
に
入
れ
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

探
り
、
合
意
形
成
可
能
な
自
治
体
と
の
合
併

を
模
索
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

「合併特例区」を創設、財政支援は減

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
案
の
概
要

（１）（２）（３） （１）（２）



今 山 集 落

伝統文化の伝承として阿波人形芝居のできる

今山農村舞台を復活させ保存活動を進めます。

また、地区内には、ミニ八十八ヶ所があり沿線の草刈りや清

掃美化等によってきれいな集落となっています。

坂本３部集落

坂本駐在所東花畑は、稲の裏作時を利用して

毎年パンジーの花が植えられています。デザイ

ンも工夫し、一面に咲き誇った様子は、絶景です。その他に

も坂本バイパス、医療福祉専門学校入り口なども赤や紫のサ

ルビアが植えられ一見の価値あります。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
四
季
折
々

の
景
色
や
人
々
の
生
活
、
村
祭
り

や
人
形
芝
居
な
ど
の
文
化
の
伝
承

昆
虫
や
魚
類
な
ど
の
生
息
や
保
護

（
ビ
オ
ト
ー
プ
）
の
様
子
な
ど
町

内
で
写
し
た
写
真
お
よ
び
本
制
度

を
推
進
に
係
わ
る
標
語
を
募
集
し

ま
す
。

締
め
切
り
は
い
ず
れ
も
平
成
十

六
年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
、
ど

な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
優

秀
作
品
に
は
、
粗
品
を
お
送
り
し

ま
す
。

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

内

容

町
内
中
山
間
地
域
に
お
け
る
写

真
で
あ
る
こ
と
。

共
同
取
り
組
み
活
動
や
花
づ
く

り
な
ど
の
景
観
作
物
や
作
業
の

様
子
な
ど
。

町
内
の
景
色
、
棚
田
、
み
か
ん

園
、
お
祭
り
、
き
れ
い
な
景
色

な
ど
。

そ
の
他
、
稲
刈
り
、
収
穫
祭
、

子
ど
も
の
遊
び
な
ど
。

二

大
き
さ

ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
以
上
、
わ
く

付
き
。（
作
品
は
、
お
返
し
し
ま

す
。）

一

内

容

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

に
関
す
る
こ
と
。

制
度
の
啓
発
、
推
進
に
関
す
る

も
の
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
良
い
と

こ
ろ
や
景
色
を
読
ん
だ
も
の
。

そ
の
他
、
町
お
こ
し
、
風
土
や

風
情
に
合
っ
た
も
の
な
ど
。

二

様

式

白
紙
に
楷
書
で
書
い
た
も
の
。

※
い
ず
れ
も
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
の
わ
か
る
も
の
を
付
け
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
七
一
―
四
三
九
五

勝
浦
町
久
国
字
久
保
田
三

勝
浦
町
産
業
振
興
課

二
―
一
五
〇
五

シリーズ
中山間

中山間地域等直接支払制度における
多面的機能の増進活動の紹介②

標
語
の
部

写
真
の
部

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 0 0 0

畑 320,124 1,689 3,687,337

計 320,124 1,689 3,687,337

代 表 者 山 村 英 男
協定参加者 47人

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 10,815 1,109 235,987

畑 160,467 2,006 1,852,391

計 171,282 3,115 2,088,378

代 表 者 佐 藤 啓 子
協定参加者 46人

５

今山農村舞台復活公演

今年のえとを形取った花畑
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（１）（２）（３）



ぐ
る
っ
と
見
渡
せ
ば
新
緑
の
山
々
、
す
が
す
が
し
く
さ
わ
や

か
な
「
お
い
し
い
風
」
が
、
町
を
吹
き
抜
け
る
季
節
。
も
え
ぎ

色
の
世
界
に
、
ピ
ン
ク
の
さ
つ
き
が
さ
え
わ
た
る
、
一
年
中
で

一
番
い
い
季
節
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

町
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
た
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭

り
」
も
、
盛
会
の
内
に
終
え
、
四
月
に
入
っ
て
「
全
国
イ
ベ
ン

ト
大
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
さ
い
先
よ
い
ス
タ
ー
ト
。

五
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
、
与
川
内
で

第
二
回
目
の
ホ
タ
ル
祭
り
、
五
月
三
十
日
に
は
、
今
山
農
村
舞

台
で
吉
田
文
司
さ
ん
の
「
文
楽
公
演
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

ビ
ッ
グ
な
イ
ベ
ン
ト

が
続
く
。
春
本
番
か

ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ

ィ
ー
ク
を
迎
え
、
人
々

の
往
来
、
交
流
が
さ

ら
に
活
発
化
す
る
。

四
月
十
二
日
、
東
京
都
イ
イ
ノ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
と
全
国
五
十
八
新
聞

社
主
催
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く

り
二
〇
〇
四
地
域
の
自
立
・
連
携
・

交
流
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
席
上
個
性
豊
か
な
地
域

を
実
現
す
る
大
き
な
力
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
を
表
彰
す
る
「
第
八
回
ふ

る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
都
道
府
県
お
よ
び
主

催
新
聞
社
か
ら
推
薦
さ
れ
た
、
全

国
市
町
村
の
百
六
十
四
の
イ
ベ
ン

ト
を
対
象
と
し
て
選
考
さ
れ
、
本

町
の
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
が
文

化
・
交
流
の
部
門
賞
に
輝
き
ま
し

た
。評

価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

ひ
な
祭
り
を
題
材
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
は
全
国
に
数
多
く
あ
り
ま
す
が

ひ
な
壇
飾
り
の
迫
力
と
豪
華
さ
は

群
を
抜
い
て
お
り
、
日
本
一
の
規

模
と
数
を
誇
り
、
マ
ス
コ
ミ
等
で

全
国
的
に
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
い
に

貢
献
し
て
い
る
点
。
ま
た
、
ひ
な

壇
の
設
営
、
人
形
の
飾
り
付
け
、

整
美
に
は
、
町
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
延
べ
五
百
人
が
協
力
し
一
か
月

以
上
か
け
て
完
成
さ
せ
る
な
ど
、

全
く
の
民
間
主
導
で
運
営
し
て
い

る
点
も
評
価
さ
れ
、
ひ
な
人
形
を

日
本
の
文
化
と
し
て
保
存
し
よ
う

と
い
う
活
動
か
ら
、
ひ
な
人
形
を

介
し
た
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流

へ
と
発
展
し
て
お
り
、
町
お
こ
し

の
た
め
に
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
が
、

新
た
な
可
能
性
を
生
み
出
し
て
い

る
こ
と
や
、
十
六
回
と
い
う
長
年

に
わ
た
り
継
続
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿

波
勝
浦
井
戸
端
塾
の
殿
川
理
事
長

と
、
町
か
ら
川
口
町
長
、
国
清
課

長
が
出
席
し
、
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

「
優
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
創
造
し

実
行
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性

化
を
促
す
と
同
時
に
、
そ
こ
に
住

む
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
地

域
へ
の
愛
情
を
育
む
契
機
に
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
石
井
幹
子

選
考
委
員
長
の
総
評
が
あ
り
ま
し

た
。

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
部
門
賞
受
賞

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

受賞された殿川理事長（中央右側）と川口町長（中央左側）

６
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メインルート鶴林寺山門

シリーズ

光流の
まちづくり④

勝
浦
町
い
や
し
の
み
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
で
は
、
三
回
に

わ
た
り
ル
ー
ト
と
名
称
の
検
討

を
し
、
小
松
島
市
か
ら
鶴
林
寺

ま
で
と
、
鶴
林
寺
か
ら
阿
南
市

境
・
鶴
林
寺
か
ら
上
勝
町
境
へ

の
へ
ん
ろ
道
（
約
二
十
二
㎞
）

を
「
メ
イ
ン
ル
ー
ト
」
に
、
ま

た
、
今
山
の
ミ
ニ
八
十
八
ケ
所

を
経
由
す
る
コ
ー
ス
（
約
十
㎞
）

や
、
星
の
岩
屋
・
仏
石
を
経
由

す
る
コ
ー
ス
（
七
・
六
㎞
）、

与
川
内
ほ
た
る
村
な
ど
を
回
る

コ
ー
ス
（
約
二
・
五
㎞
）
の
三

ル
ー
ト
を
「
サ
ブ
ル
ー
ト
」
と

決
め
、『
み
か
ん

も
て
な
し

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
』
と
名
づ

け
て
申
請
し
、
県
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
い
や
し
の
み
ち
は
、
へ
ん
ろ
道
な
ど

を
歩
き
、
勝
浦
町
住
民
の
も
て
な
し
の
心
や
町

の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
再
認
識
す
る
と
同
時
に
、

歩
き
へ
ん
ろ
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
、
ま
た
、

町
を
訪
れ
る
方
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。本

年
度
は
、
登
録
さ
れ
た
い
や
し
の
道
を
い

か
し
た
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
（
日
程
等
未
定
）
す
る
予
定
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

み
か
ん

も
て
な
し

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
登
録

みかん もてなし ふれあいロード

７

���
���

������

�����

� �
���

dtp
交流に輝きの道



machikado sanpomichi

平成16年に入り、横瀬地区で自主防災組織が結

成されました。

大災害が発生した時には、防災関係機関だけで

の活動には限界があり充分な対応ができないこと

が予測されます。このような時にこそ頼りになる

のが、「自分たちのまちは、自分たちで守る」と

いう精神に基づき地域の皆さんが自主的に結成さ

れた自主防災組織です。

阿
波
勝
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
環
境
保
全
保
健
福
祉
委
員

会
の
皆
さ
ん
が
三
月
二
十
一
日
、
勝
浦
病
院
前
庭
の
花
時
計

の
あ
っ
た
花
壇
を
憂
い
て
植
木
を
刈
り
込
み
、
四
月
六
日
に

高
知
産
の
サ
ツ
キ
二
百
五
十
本
を
植
栽
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
花
壇
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
設
立
五
周
年
記
念
（
一
九

八
一
年
）
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
花
時
計
の
花
壇
で
、
長

い
年
月
の
間
に
花
時
計
は
壊
れ
て
撤
去
さ
れ
、
残
さ
れ
た
植

木
は
背
が
高
く
な
り
す
ぎ
て
、
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

同
ク
ラ
ブ
同
委
員
会
の
皆
さ
ん
は
、「
勝
浦
病
院
を
訪
れ

る
患
者
さ
ん
の
心
を
少
し
で
も
な
ご
ま
せ
た
い
」「
い
つ
お

世
話
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
の
病
院
を
美
し
く
し
て
お
き

た
い
」
と
丹
精
込
め
て
植
え
付
け
や
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表彰を受ける勝浦町文化協会会長 新居 晋さん

訓練をする横瀬地区自主防災隊の皆さん

サ
ツ
キ
を
植
栽
す
る
阿
波
勝
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

環
境
保
全
保
健
福
祉
委
員
会
の
皆
さ
ん

����������������
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勝
浦
町
文
化
協
会
が
第
十
回
芸
術
文
化
奨
励
賞
の
団
体
部

門
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

徳
島
県
文
化
協
会

が
平
成
六
年
度
か
ら
県
内
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た

個
人
や
団
体
に
対
し
て
、
顕
彰
・
奨
励
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
本
町
文
化
協
会
は
、
平
成
十
四
年
度
に
第
十
七
回
徳

島
県
文
化
研
修
会
を
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

催
す
る
な
ど
地
域
活
動
分
野
で
の
功
績
を
認
め
ら
れ
た
今
回

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
勝
浦
町
文
化
協
会
会
員
の
皆
さ
ん

の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

横瀬地区受
賞

(財)



平成16年４月から、消

費者に対する「値札」や

「広告」などにおいて価

格を表示する場合には、

消費税を含んだ支払総額

の表示を義務付ける「総

額表示方式」がスタート

しました。

今までは、消費税を抜いた価格表示が主流

で、レジで請求されるまで最終的にいくら支

払えばいいのか分かりにくく、また、同一の

商品やサービスでありながら「税抜価格表示」

と「税込価格表示」が混在しているため価格

の比較がしづらいといった状況が生じていま

した。

「総額表示方式」は、消費者がいくら支払

えばその商品やサービスが購入できるか、値

札や広告を見ただけで簡単に分かるようにな

り、価格の比較も容易になり、これまで価格

表示によって生じていた煩わしさが解消され

るという利点があります。

問い合わせ先

勝浦町住民課 ２－1501

今月のテーマ 総額表示方式

消費者の豆知識③

まちかど散歩みち

こ
の
た
び
、
棚
野
地
区
の
県
道
沿
い
の
用
水

路
の
上
に
立
派
な
歩
道
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
道
幅
が
狭
く
自
動
車
の
通
行

が
あ
る
と
、
児
童
生
徒
を
始
め
、
歩
行
者
や
自

転
車
の
通
行
は
危
険
な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

毎
日
通
学
し
て
恐
い
思
い
を
し
て
い
た
小
学

生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
元
住
民
の
強
い
要
望
が
、
歩

道
設
置
と
い
う
形
で
安
全
な
通
行
を
得
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
大
井
堰
土
地
改
良
区

や
棚
久
水
道
組
合
を
始
め
地
元
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
は
子
ど
も
た
ち
も
安
心
し
て
通
学
で
き

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
「
男
ら
し
さ
」、「
女
ら
し
さ
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

世
間
一
般
に
、「
女
ら
し
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

な
が
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
「
思
い
や
り
」
や

「
優
し
さ
」
は
、
男
性
も
持
っ
て
い
ま
す
し
、｢

男
ら

し
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
考
え
ら

れ
る
「
決
断
力
が
あ
る
」
と
か
「
責
任
感
が
あ
る
」

な
ど
の
資
質
は
社
会
活
動
の
中
で
は
一
般
的
に
男
女

と
も
に
求
め
ら
れ
ま
す
。｢

男
ら
し
さ｣

、｢

女
ら
し

さ
」
は
男
女
と
も
に
備
え
て
い
る
資
質
も
あ
る
よ
う

で
す
。

同
じ
絵
を
見
て
も
「
き
れ
い
」
と
感
じ
る
か
ど
う

か
が
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
よ
う
に
感
じ
方
や
考
え
方
は

人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
す
。
そ
れ
が
個
性
で
あ
り
特

性
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性
や

考
え
方
を
、「
男
だ
か
ら
」、「
女
だ
か
ら
」
で
は
な

く
、｢

人
と
し
て
」
尊
重
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え

方
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。｢

男
だ
か
ら
」、「
女
だ

か
ら
」
決
め
ら
れ
た
レ
ー
ル
に
し
か
乗
れ
な
い
の
で

は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
自
分
が
決
め
た
レ
ー

ル
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

（
勝
浦
町
住
民
課
）

県 道 歩 道 完 成

�



協
同
組
合

農

業

施設園芸の振興を図るため、
暖房施設等の設備費に対し補助
し、収益の向上、経営の安定を
図る。

①自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。

②補助対象規模は、１施設当たり２ａ以上と
し、当該年度に１施設とする。

暖房施設の導入に要する経費

10分の２以内
ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

５ 農業用ハウス暖房施設導入事業

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

農産物の貿易自由化の進展に
伴い、国際化社会の中で外国農
業との競争力強化を図るため、
国際化社会に対応できる人材の
育成を図る。

農業者の組織する団体で勝浦町内において
過去３年以上組織として活動していること。
①１組織の参加人員は５人以上とする。
②海外視察の目的等を記載した計画書を提出
し、町長の承認を得ること。

③同一団体の再度海外研修の申し出は、原則
として認めない。

④出発から帰着までの期間中における病気、
けが、盗難、事故等が生じても町は一切の
責任を負わないものとする。

⑤帰国後、視察報告書を作成するとともに発
表、投稿等に協力できること。

農業者育成研修に要する経費

１人当たりの
限度額を７万

円、若しくは
事業費の10分
の３以内のい
ずれか低い額
とする。

産業振興課

６ 先進海外農業視察研修事業

協
同
組
合

農

業

耕作放棄地の減少に努めると
ともに、農地が持つ公益的機能
の維持と農村景観の保全を図る
ため、苗木の導入を支援する。

①労働力不足等により耕作を放棄しようとす
る農家

②導入樹種は、さくら、花桃、花梅等で農村の
景観形成に資するもの。

苗 木 代

２分の１以内
ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

７ 農地保全支援事業

貸
付
者

農

地

農地の流動化を促進するため、
賃貸借権を設定した場合に貸付
者に対し補助する。

５年以上の期間で賃貸借権を設定した場合
別表９の「農業委員会が定める標準小作料」
を基準とする。

10ａ当たり標準
小作料の５年間
の10分の２以内

産業振興課

８ 農地利用集積流動化支援事業

農
業
者
等

認

定

家畜飼養管理に大きなウェー
トを占める給餌作業を機械化す
ることにより省力化し、畜産農
家の経営の安定を図る。

畜種ごとにおおむね
酪農・成牛 20頭 養 豚 200頭
肉 用 牛 60頭 採卵鶏・成鶏 1，000羽
以上を常時飼養する専業または複合経営農

家とする。
給餌作業の機械化に要する経費

10分の２以内
とし、上限は
50万円とする。 産業振興課

９ 家畜自動給餌機技術導入事業

認
定
農
業
者
等

新たに農業を始めようとする
青年等に対し、経営を開始する
際の準備資金を助成することに
よって就農を支援する。

①勝浦町に住所ならびに事業地（ほ場）を有
する者または有することが確実である者

②国の制度資金である「就農支援資金」の
「就農施設等資金」を活用し、自立した農
業経営を開始する者または開始している者
月額６万円とし、貸付日の翌月から12か月

４半期ごとに交付する。

産業振興課

10 新規就農者支援事業

農
業
者
等

認

定

町の実施方針に基づく隔年結
果対策（交互結実栽培）を支援
する。

フィガロン乳剤1,000倍・500リットル／10ａ
散布を基準とする。
フィガロン乳剤購入費

２分の１以内 ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

11 みかん産地活性化事業

農
業
者
等

認

定

新技術等の地域への普及を図
ることを目的とする。

地域に普及していない先導的な生産技術等の
導入にチャレンジしようとする活動に支援す
る。
新技術等の導入に要する経費

10分の２以内
産業振興課

12 チャレンジ営農支援事業

トトアア ララ カカ ルル報報情情
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産業振興課

事業主体 事 業 内 容 採択基準および経費 補 助 率 申 込 先

す
る
団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
協
同
組
合
、
農
業
者
の
組
織

小規模土地改良事業
農作業の省力化、軽労働化

等を図るため、国・県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない小規模な農用地の造
成、放任園の再開園、果樹園
および水田の平坦地化への改
良事業

①でき上がり後の作目は、農業経営基盤強化
促進基本構想（平成６年３月制定）に定め
るもの。またはこれらの関連施設であること。

②造成後の有効利用面積が５ａ以上で、勾配は
各種のハウス栽培等が可能な10％以内とする。

③原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

ほ場の造成改良に必要な農業用機械使用料と
石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内
とし、上限は
50万円とする。

産業振興課

団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道整備事業
農作業の省力化、軽労働化

等を図るため、国・県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない園内道の新設、改良
を行う事業

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上である
こと。

②原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

園内道の新設、改良に必要な農業用機械使用
料と石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内
とし、上限は
50万円とする。 産業振興課

団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道舗装補助事業
国・県等が実施する補助事

業の採択基準に満たない園内
道の舗装を行い、軽労働化、
省力化を推進し、作業能率の
向上を図るもの。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上とする。
②生コンの厚さは、10㎝を標準とする。
園内道の舗装に必要な生コンクリート代

２分の１以内

とし、上限は
50万円とする。 産業振興課

農
業
協
同
組
合

畜産環境・土づくり
関連対策事業

町内家畜糞を原料とした良
質で安価な堆肥を安定的に耕
種農家に供給することにより
地力増進を図り、農家の経営
安定と畜産環境保全を図る。

①野菜、果樹等を栽培するために、堆肥を必
要とする農家であること。

②勝浦町畜産環境システム施設で製造の牛糞
堆肥または豚糞堆肥を使用すること。

③補助対象施肥量は、別表８に定める施用基
準の２分の１以上とする。

土づくりに必要な堆肥の供給代

10分の２以内

ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

１ 土地基盤整備事業

町単補助事業のご案内
平成16年度

農業経営の合理化・近代化等を推進するため、勝浦町では
各種補助事業を設けていますので、積極的にご活用ください。

農
業
協
同
組
合

ハウス施設、大型トンネルを
設置した場合補助金を交付し、
施設園芸の振興を図る。

①補助対象規模は、１戸当たり２ａ以上
②大型トンネル施設にあっては５ａ以上
③自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。

補助対象事業費は、800万円を限度とし、別
表７の補助対象事業費を用いる。ただし、補助
対象事業費に満たないときは実事業費とする。

別表７の補助
対象事業費ま
たは実事業費
の10分の２以
内

ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

２ ハウス施設新設奨励事業

協
同
組
合

農

業

条件が悪く園内道等の設置が
できにくい園地等に園内道的な
役割をさせるもの。

新設およびレールの増設を対象とする。
事業限度額は、100ｍ当たり150万円までとす
る。

10分の２以内 ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

３ 単軌条運搬機導入事業

農
業
協
同
組
合

果樹労働の省力化を図るもの。①クローラ型、ホイル型は問わないが、導入
する園地の形状に合った有効活用ができる
型式とする。

②積載量は原則として250㎏～400㎏までとす
る。
小型動力運搬機代

10分の２以内

ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

４ 小型動力運搬機導入事業
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詳しいことは、勝浦町産業振興課（ ２―1505）またはＪＡ東とく
しま勝浦統括支所（ ２―2521）までお問い合わせください。

（１）

（２）

（３）

（４）



町
単
独
住
宅
に
空
き
家
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。た

だ
し
、
現
在
の
部
屋
の
状
態
で
入
居

し
、
入
居
後
も
町
は
修
繕
等
は
行
わ
な
い

こ
と
を
了
解
の
う
え
、
定
期
借
家
契
約
に

よ
り
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し

ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
六
年
五
月
六
日

～

五
月
十
九
日

ま
で
の
間

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
（
五

月
二
十
四
日

予
定
）
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

募
集
住
宅
名

西
岡
単
独
住
宅

一
戸
分

（
鉄
筋
二
階
建
三
Ｋ
（
三
畳
、
四
・
五
畳

六
畳
）
築
二
十
九
年

※
賃
貸
借
は
、
平
成
十
六
年
六
月
一
日
か

ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
四
年
十
月
の
期
間
で
の
定
期
借
家
契

約
が
必
要

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
に
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方

家
賃
お
よ
び
敷
金
（
家
賃
の
三
月
分
）

を
支
払
い
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃
月

額

七
、〇
〇
〇
円

共
益
費

三
、〇
〇
〇
円

※
そ
の
他
、
単
独
住
宅
の
維
持
・
補
修
に

関
す
る
費
用
は
す
べ
て
入
居
者
負
担
で

す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
六
年
六
月
一
日
（
予
定
）

選

考
勝
浦
町
単
独
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る
。

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
六
年
五
月
六
日

～

五
月
十
九
日

ま
で
の
間

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
（
五

月
二
十
四
日

予
定
）
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

募
集
住
宅
名

坂
本
久
保
住
宅

一
戸
分

鉄
筋
二
階
建
て

三
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方
を

含
む
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ

と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十

万
円
以
下
）。

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
す
る
能
力
を

有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃
家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所
得
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
一
月
一
万
三
千
円
か
ら

二
万
二
千
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
家
賃
は
、
毎
年
所
得
に
よ
り
改
正

さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月
分

が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る
費

用
は
、
入
居
者
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
六
年
六
月
一
日

（
予
定
）

選

考
勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る
。

町
営
住
宅

単
独
住
宅
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久保住宅

西岡単独住宅

（水）
（木）

（水）
（木）

（月）

（火）

（月）

（１）（２）（３）（４）

（５）（１）（２）（３）

（１）

（２）（３）（４）



町
内
の
各
地
区
の
花
壇
や
ゴ
ミ
の
集
積
所

周
辺
に
花
な
ど
を
植
え
つ
け
、
管
理
を
さ
れ

環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
）
団
体
に
、
予
算
の
範

囲
内
で
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
住
民

課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
五
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
（
申
請
）
先

住

民

課

二
―
一
五
〇
一

徳
島
県
は
、
女
性
問
題
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
国
際
的
視
野
と
国
際
協
力
の
精
神
を

も
っ
て
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
活
動
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
海
外
に
派
遣
す
る
女
性
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

派

遣

国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

派
遣
時
期

平
成
十
六
年
九
月
十
一
日
～
十
八
日

（
予
定
）

募
集
人
員

十
人

個
人
負
担
経
費

約
二
十
四
万
五
千
円
程
度

（
こ
れ
は
派
遣
経
費
の
お
お
む
ね
二
分
の
一

で
す
）

募
集
資
格

三
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
女
性

募
集
締
め
切
り

平
成
十
六
年
五
月
二
十
八
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
県
民
環
境
部
男
女
共
同
参
画
課

〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
〇
三

第
十
一
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
町
予
選
出
場
希
望
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
お
よ
び
軟
式
野
球
は
登
録

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
予
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
は
、
五
月
二

十
日

ま
で
に
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
予
選
は
六
月
以
降
に
実
施
す
る

予
定
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

部
門
【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

成
年
男
子
の
部
（
十
八
～
三
十
九
歳
）

壮
年
男
子
の
部
（
四
十
歳
以
上
）

実
年
の
部

（
五
十
歳
以
上
）

エ
ル
ダ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

【
軟
式
野
球
】

成
年
の
部
（
社
会
人
で
年
齢
制
限
な
し
）

壮
年
の
部
（
四
十
歳
以
上
男
子
）

参
加
資
格

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
町
内
に
勤
務

地
が
あ
る
人

参
加
種
目
は
原
則
と
し
て
一
人
一
種
目

年
齢
基
準
は
平
成
十
六
年
四
月
二
日
現
在

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

「
十
分
間
読
書
の
目
標
」

・
本
を
読
む
こ
と
に
よ
り
読
書
の
楽
し
さ
を

知
り
、
心
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
。

・
本
を
読
む
こ
と
に
よ
り
知
識
を
豊
か
に
し

じ
っ
く
り
と
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
。

・
毎
朝
の
読
書
に
よ
り
、
読
書
の
力
を
身
に

つ
け
、
生
き
る
力
を
育
む
。

こ
れ
ら
の
目
標
を
掲
げ
、
勝
浦
中
学
校
で

は
、
本
年
四
月
か
ら
「
朝
の
十
分
間
読
書
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
「
朝
の
読
書
」
と

は
、
学
校
で
毎
朝
始
業
前
に
生
徒
各
自
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
選
ん
だ
読
み
た
い
本
を
読

む
と
い
う
教
育
活
動
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

活
字
離
れ
が
心
配
さ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
は
本
来
、
本
が
大
好
き
で
あ
り

自
由
な
発
想
で
本
を
読
め
る
天
才
で
あ
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

実
際
、
「
朝
読
書
」
で
は
、
普
段
本
を
読

ま
な
い
生
徒
た
ち
も
毎
朝
、
熱
心
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
は
心
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
発
達
し

て
い
る
中
学
時
代
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
本

を
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
中
学
校
の
図
書
室
に
は
生

徒
に
と
っ
て
魅
力
的
な
本
が
不
足
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
、
「
朝
読
書
」
の
意
義
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
家
庭
で
不
要
に
な
ら
れ

た
図
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
一
冊
で
も
結
構
で

す
の
で
中
学
校
へ
ご
寄
付
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

受
付
方
法

勝
浦
中
学
校
の
正
面
玄
関
前
に
、
本
を
入

れ
る
箱
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
中
に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。
数
冊
で
し
た

ら
、
お
近
く
の
勝
浦
中
学
校
生
に
お
渡
し

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
中
学
校

二
―
二
五
九
一

環
境
美
化
花
づ
く
り
補
助
金

に
つ
い
て

徳
島
県
女
性
リ
ー
ダ
ー

養
成
海
外
派
遣
事
業
の

団
員
募
集
に
つ
い
て

第
十
一
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

町
予
選
出
場
チ
ー
ム
募
集

本
の
募
集
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日

時

五
月
二
十
日

午
後
〇
時
三
十
分
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
産
業
振
興
課

二
―
一
五
〇
五

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
よ
る
悩

み
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
こ
と

で
困
る
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、
気
楽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

医
療
機
関
等
へ
持
参
す
る
も
の

一

健
康
保
険
証

二

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

三

乳
幼
児
医
療
費
請
求
書

一

〇
歳
か
ら
三
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
人

従
来
ど
お
り
請
求
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二

三
歳
以
上
四
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
人

藤
色
（
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
開
始
）

三

〇
歳
か
ら
三
歳
未
満
の

被
用
者
保
険
の
人

ベ
ー
ジ
ュ
色
（
従
来
ど
お
り
）

四

三
歳
以
上
四
歳
未
満
の

被
用
者
保
険
の
人

桃
色
（
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
開
始
）

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の
↓
健
康
保
険
証
・
印
鑑

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

印
鑑

お
知
ら
せ

貯
蔵
み
か
ん
経
営
安
定
推
進
大
会

―
高
品
質
み
か
ん
を
目
指
し
て
―

26日 19日 12日

★
園
庭
開
放

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
に
参
加
し
た
お
友

達
と
共
に
鯉
の
ぼ
り
づ
く
り
を
し

よ
う
。

★
ゲ
ー
ム
を
お
友
達
や
お
家
の
人
と

し
よ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
保
育
所
児
童
と
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び

を
し
よ
う
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
五
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老
人
保
健
に
つ
い
て

し
ば
ら
く
の
間
、
詩
の
こ
み
ち
の
俳

句
部
門
は
新
居
晋
さ
ん
（
坂
本
）
あ
て

に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詩
の
こ
み
ち
か
ら
お
知
ら
せ
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重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
に
「
青
い
鳥
葉

書
の
無
償
配
布
」
が
さ
れ
ま
す
。

配
布
の
対
象
者

●

重
度
の
身
体
障
害
者
（
一
級
ま
た
は
二
級
）

●

重
度
の
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
に
「
Ａ
」

も
し
く
は
一
度
、
二
度
と
表
記
さ
れ
て
い

る
方
）

受
付
期
間

●

平
成
十
六
年
四
月
一
日

～

同
年
五
月
三
十
一
日

ま
で

配
布
葉
書

●

く
ぼ
み
入
り
通
常
葉
書

配
布
枚
数

申
し
出
の
方
法

●

近
く
の
郵
政
公
社
へ
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
提
示

（
申
請
用
紙
に
記
入
）

●

郵
便
に
よ
っ
て
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。

（
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」
と

明
記
し
た
適
宜
な
用
紙
に
ご
本
人
の
手
帳

の
種
類
、
手
帳
番
号
、
級
別
ま
た
は
程
度
、

住
所
氏
名
を
記
入
）

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

ナ
イ
タ
ー
設
備
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
等
の
社
会
教
育
施
設
の
利
用
時
間
は
、
午

後
十
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
方
に
お
い
て
、

午
後
十
時
を
超
え
て
利
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

午
後
十
時
に
は
利
用
を
終
了
し
、｢

か
ぎ｣

を

返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
施
設
に
お
い
て
、
他
の
利
用

者
の
方
が
困
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

<

星
谷
運
動
公
園>

一

ご
み
は
絶
対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二

動
物
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

犬
、
猫
等
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
後
始
末
を

お
願
い
し
ま
す
。

四

車
両
等
で
進
入
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
傷

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

五

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
ゲ
ー
ト
を
抜
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

<

各
グ
ラ
ウ
ン
ド>

<

各
体
育
館>

一

ご
み
は
絶
対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二

使
用
後
は
整
備
や
整
理
整
頓
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
各
施
設
の
利
用
の
際
に
は
、
必
ず

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

五
月
十
七
日

か
ら
二
十
三
日

ま
で
の

一
週
間
は
、
「
春
の
行
政
相
談
強
調
週
間
」

で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
行
政
相

談
委
員
が
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の

も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、
福
祉
介
護

等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
け
付
け
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所

一

日

時

平
成
十
六
年
五
月
十
四
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分

二

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

相
談
室

三

担
当
行
政
相
談
委
員

高

橋

嗣

男

さ
ん

四

相
談
内
容

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直
し
、
凹
凸
の
解

消
）
、
交
通
安
全
、
年
金
、
福
祉
、
介
護

保
険
、
登
記
、
農
林
水
産
、
商
工
、
社
会

教
育
、
郵
便
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
心
配
ご
と
相
談
所

二
―
四
六
五
二

受
講
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

就
業
の
自
立
意
欲
の
あ
る
方

開
催
日
時

五
月
十
一
日

～
六
月
二
十
三
日

毎
週
火
・
水
曜
日
（
十
四
日
間
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

開
催
場
所

徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

徳
島
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
技
能
習
得
室
四

定

員

二
十
人

申
込
締
め
切
り
日

五
月
六
日

受
講
料

無
料

※
テ
キ
ス
ト
は
自
己
負
担

受
講
旅
費
等
の
支
給

受
講
に
擁
す
る
交
通
費
等
を
支
給
し
ま
す
。

※
一
定
の
要
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

今
回
の
給
食
調
理
員
養
成
講
習
の
ほ
か
に

も
パ
ソ
コ
ン
講
習
・
経
理
講
習
・
洋
裁
基

礎
講
習
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

〇
八
八
―
六
五
四
―
七
四
一
八

青
い
鳥
葉
書
の
無
償
配
布
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

社
会
教
育
施
設
の
利
用
に

つ
い
て(

お
願
い)

春
の
行
政
相
談
強
調
週
間

給
食
調
理
員
養
成
講
習

15

一
人
二
十
枚

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（日）

（月）

（木）



収
入
役
室

主

事

湯
浅
み
ゆ
き

（
総
務
課

行
財
政
改
革
・
合
併
推
進
チ
ー
ム

主
事
）

総
務
課

（
行
財
政
改
革
・
合
併
推
進
チ
ー
ム
）

係

長

松
本
重
幸（

税
務
課
係
長
）

総
務
課

係

長

和
夫（

住
民
課
係
長
）

税
務
課

課

長

今
川
和
人

(

税
務
課
課
長
補
佐)

課
長
補
佐

宮
浦
富
雄

(

産
業
振
興
課
課
長
補
佐)

住
民
課

係

長

穏
台
千
鶴

（
産
業
振
興
課
係
長
）

産
業
振
興
課

課
長
補
佐

藤
田

都

(

教
育
委
員
会
次
長)

係

長

笹
山
芳
宏
（
病
院
係
長
）

係

長

海
川
好
史（

総
務
課
係
長
）

主

事

宮
本

卓（
同
課
主
事
補
）

建
設
課

課

長

坂
井
芳
久

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

主

事

多
田

忍（
同
課
主
事
補
）

福
祉
課

係

長

山
田

徹

（
総
務
課

行
財
政
改
革
・
合
併
推
進
チ
ー
ム
）

主

事

上
村
和
也(

住
民
課
主
事)

教
育
委
員
会

事
務
局
長

島

惠
次

(

税
務
課
課
長)

次

長

谷
添
美
津
子

(

病
院
次
長)

主
事
補

多
田
尚
弘(

病
院
主
事
補)

病

院

主
任
看
護
師

登
家
高
子

（
病
院
看
護
師
）

次

長

岩
佐
誠
明

(

福
祉
課
課
長
補
佐)

主

事

寺
尾
由
美

(

教
育
委
員
会
主
事)

主

事

松
田
悦
昭

（
産
業
振
興
課
主
事
補
）

種
継
ぎ
と
一
畝
黍
の
種
を
蒔
く

桜
鯛
さ
げ
た
漁
師
の
威
勢
か
な

坂
本

仙
才
ヨ
シ
子

菜
の
花
や
伊
良
湖
岬
の
風
の
色

種
蒔
く
や
老
の
二
人
に
足
り
る
だ
け

坂
本

新
居

晋

籾
蒔
き
て
緩
り
と
入
れ
る
棚
田
水

菜
の
花
や
ふ
る
里
め
ざ
し
島
渡
船

坂
本

池
谷
武
久

旅
装
解
き
重
な
る
風
情
月
朧

念
願
の
田
舎
暮
し
や
種
蒔
き
ぬ

坂
本

板
東
征
二

晴
れ
も
せ
ず
雨
に
も
な
ら
ず
朧
月

桜
鯛
鳴
門
み
や
げ
に
奮
発
し

坂
本

山
口
昭
市

予
定
表
半
ば
変
更
花
菜
雨

鳥
獣
の
被
害
は
覚
悟
種
を
蒔
く

坂
本

新
居
雄
彦

菜
の
花
や
翁
媼
が
畑
の
中

食
い
初
め
の
膳
よ
り
は
み
出
す
桜
鯛

坂
本

美
馬
直
枝

雪
山
の
ひ
だ
り
杖
立
み
ぎ
婆
羅
尾

春
め
く
や
朱
印
重
ね
る
納
経
帳

横
瀬

日
下
智
世
子

春
愁
や
ナ
ー
ス
に
押
さ
る
車
椅
子

あ
れ
こ
れ
と
迷
い
し
果
の
花
衣

三
溪

中
林
祥
子

お
雛
さ
ま
音
楽
流
れ
華
や
か
に

う
ぐ
い
す
の
声
き
き
と
り
て
耳
す
ま
す

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

人
生
の
は
車
外
れ
春
彼
岸

凉
風
に
雪
洞
ゆ
れ
て
花
吹
雪

生
名

小
西
典
子

い
つ
ま
で
も
吹
か
れ
て
い
た
し
花
吹
雪

あ
る
が
ま
ま
生
き
る
睨
年
木
の
芽
和

生
名

丸
山
香
月

山
桜
周
り
明
る
う
先
祖
墓

移
ろ
い
知
る
碑
石
の
前
に
蓮
華
垂
る

生
名

石
田
白
萩

一
桁
の
学
童
が
惜
し
む
花
桟
敷

緋
毛
氈
ひ
ろ
げ
て
遍
路
待
つ
桜

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

花
筵
き
ち
ん
と
座
る
母
で
あ
り

音
立
て
て
渦
一
色
の
風
車

沼
江

大
川
冨
美

禿
げ
山
に
香
り
気
高
く
み
か
ん
咲
き

五
月
田
の
雨
が
絵
に
す
る
老
夫
婦

沼
江

福
田
房
子

祝
辞
終
え
戻
る
自
席
や
梅
匂
う

栄
転
の
美
酒
何
時
ま
で
も
桜
か
な

沼
江

中
井
清
二
郎

次
回
作
品
募
集

五
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

六
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

わわ
たた
しし
のの
作作
品品

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は

な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投
句
で

き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
や
順
位
を

つ
け
た
り
、
添
削
等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。

多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

異
動

一
月
十
五
日
付

異
動

四
月
一
日
付
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違いを大切に

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。」

寝
て
い
た
私
を
起
こ
し
た
母
と
父

が
、
私
に
お
祝
い
の
言
葉
を
く
れ
た
。

暗
闇
を
飛
ぶ
飛
行
機
の
中
で
、
私
は

六
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
い
た
。

「
こ
れ
が
、
一
番
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ

よ
。」

と
、
母
は
言
っ
た
。

私
の
両
親
は
、
日
本
で
働
く
こ
と

を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

す
ば
ら
し
い
国
だ
と
い
う
日
本
に
私

を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
、
私
へ
の
一

番
の
贈
り
物
だ
と
言
っ
た
。
生
ま
れ

た
国
ブ
ラ
ジ
ル
を
離
れ
る
寂
し
さ
は

あ
っ
た
も
の
の
、
父
と
母
の
言
葉
を

聞
き
、
私
に
は
期
待
感
が
生
ま
れ
て

い
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
出
来

事
が
次
々
に
起
き
る
こ
と
な
ど
、
そ

の
時
の
私
に
は
全
く
予
想
が
つ
か
な

か
っ
た
。

ま
だ
ラ
ン
ド
セ
ル
は
買
っ
て
も
ら

え
ず
、
赤
い
バ
ッ
グ
を
持
ち
、
黄
色

い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
通
っ
た
小
学
校

一
、
二
年
生
の
頃
。
今
思
え
ば
、
灰

色
の
長
い
時
間
だ
っ
た
。

私
が
一
番
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
こ
と

は
、
祖
母
の
形
見
だ
っ
た
筆
箱
を
か

く
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
見
つ
け
た

時
に
は
踏
み
つ
け
ら
れ
、
は
さ
み
で

切
ら
れ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
他
に
も
、
う
わ
ば
き
を
か
く
さ

れ
た
り
、
悪
口
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
言

わ
れ
た
り
も
し
た
。「
ク
ロ
ン
ボ
」

当
時
日
本
語
を
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き

な
か
っ
た
私
に
も
、
そ
れ
が
肌
の
黒

さ
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
ぐ

ら
い
は
、
う
す
う
す
分
か
っ
て
い
た
。

「
何
で
、
私
は
み
ん
な
と
違
う
の
？
」

朝
学
校
に
行
く
前
に
、
泣
き
な
が

ら
問
い
か
け
た
。
私
の
言
葉
に
、
母

は
た
だ
う
つ
む
く
だ
け
だ
っ
た
。
仕

方
な
く
学
校
に
出
か
け
よ
う
と
し
た

私
の
耳
に
か
す
か
に
届
い
た
「
ウ
ウ
ー

ッ
」
と
い
う
声
。
母
が
涙
を
落
と
し

て
い
た
。

「
日
本
人
は
、
な
ん
て
ひ
ど
い
の
！
」

仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
母
に
、
私

は
な
げ
か
け
た
。

「
日
本
人
が
み
ん
な
そ
う
い
う
人
だ

と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
こ

と
を
言
っ
た
り
し
た
り
す
る
日
本
人

は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど
の

日
本
人
は
み
ん
な
優
し
い
人
な
ん
だ

よ
。」そ

し
て
、
母
は
親
切
に
し
て
く
れ

た
日
本
人
の
こ
と
を
、
私
に
話
し
た
。

当
時
の
私
に
は
、
母
の
言
葉
な
ど
納

得
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
私

の
こ
と
ば
か
り
い
じ
め
る
日
本
人
の

こ
と
し
か
、
私
の
心
に
は
な
か
っ
た

か
ら
だ
。

そ
ん
な
私
に
優
し
い
言
葉
を
か
け

て
く
れ
た
子
が
い
る
。

「
大
丈
夫
、
み
ん
な
ひ
ど
い
ね
。
ロ

ペ
ス
ち
ゃ
ん
を
い
じ
め
る
な
ん
て
。」

私
は
、
今
で
も
こ
の
言
葉
を
忘
れ

な
い
。
そ
の
子
を
通
じ
て
、
一
人
、

ま
た
一
人
と
友
達
が
増
え
て
い
っ
た
。

そ
の
度
に
私
の
し
ぼ
ん
で
い
た
心
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
そ
し
て
今
、
私
は
学

校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。
勉
強
も

部
活
動
も
楽
し
く
や
っ
て
い
る
。

今
の
私
に
な
ら
、
母
の
言
葉
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
日
本
人
が
み
ん
な
そ
う
い
う
人
だ

と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
。」

確
か
に
そ
う
だ
っ
た
。
肌
の
色
や

日
本
語
が
話
せ
な
い
と
い
う
違
い
を

理
由
に
、
私
を
い
じ
め
た
人
は
、
一

部
だ
っ
た
の
だ
。
当
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
、「
私
は
あ
の
時
何
も
で

き
な
か
っ
た
け
ど
、
見
て
て
か
わ
い

そ
う
だ
と
思
っ
て
た
よ
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
た
子
も
い
た
。
で

も
、
あ
の
時
、
私
に
は
、
す
べ
て
の

日
本
人
が
自
分
の
敵
の
よ
う
に
思
え

た
。
今
思
え
ば
、
私
自
身
に
も
偏
見

が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
小
学
校
低

学
年
、
し
か
も
自
分
が
つ
ら
い
立
場

で
あ
れ
ば
仕
方
が
な
い
と
思
う
が
、

私
は
そ
ん
な
自
分
を
恥
ず
か
し
い
と

も
思
う
。

生
ま
れ
た
国
に
よ
っ
て
、
外
見
に

は
い
ろ
い
ろ
な
違
い
が
あ
る
。
言
葉

も
通
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も

同
じ
人
間
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い

は
な
い
。
そ
ん
な
違
い
を
取
り
上
げ

て
つ
つ
く
こ
と
は
、
と
て
も
寂
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。
生
ま
れ
た
国
の
違

い
だ
け
で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
に

は
、
も
と
も
と
違
い
が
あ
る
。
も
し

み
ん
な
が
同
じ
だ
と
し
た
ら
、
お
も

し
ろ
く
な
い
だ
ろ
う
。
考
え
る
こ
と

も
同
じ
、
す
る
こ
と
も
同
じ
、
服
装

か
ら
身
に
つ
け
る
も
の
ま
で
同
じ
だ

と
し
た
ら
、
こ
の
世
の
中
は
発
展
し

な
か
っ
た
し
本
当
に
つ
ま
ら
な
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

私
は
日
本
に
来
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

違
い
に
出
会
っ
た
。
考
え
方
の
違
い

感
じ
方
の
違
い
、
風
習
の
違
い
。
で

も
、
そ
の
違
い
を
自
分
に
と
っ
て
合

わ
な
い
も
の
だ
と
は
思
わ
な
い
。
い

や
な
思
い
出
は
あ
る
が
、
私
は
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
違
い
を
受
け
入
れ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
。
私

自
身
の
成
長
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な

体
験
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
に
来
て
、
す
て
き
な
詩
に
出

会
っ
た
。
金
子
み
す
ず
の
「
わ
た
し

と
小
鳥
と
鈴
と
」
だ
。
私
は
、
こ
の

詩
を
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
。

「
鈴
と
小
鳥
と
そ
れ
か
ら
わ
た
し
、

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
。」

私
た
ち
人
間
も
そ
う
だ
。
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
る
。
い
い
と

こ
ろ
も
あ
る
し
、
悪
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
だ
か
ら
、
い
い
の
だ
。

こ
れ
か
ら
先
、
私
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
壁
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
私
自
身
、
人
に
偏

見
を
持
つ
こ
と
な
く
、
そ
の
壁
を
乗

り
越
え
、
真
の
自
分
を
見
つ
け
て
い

き
た
い
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
第
22
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
よ
り
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の登録と狂犬病予防接種のお知らせ

平成16年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。

今年度はこれが最後ですので受けていない方は最寄りの場所で必ず受けてください。

月日 場 所 時 間

五

月

九

日

坂 本 郵 便 局 前 午後 １:00～１:10

ＪＡ坂本事業所前 １:15～１:25

与川内消防詰所前 １:30～１:40

徳バス横瀬営業所前 １:45～１:55

Ｊ Ａ 勝 浦 支 所 前 ２:00～２:10

中 山 消 防 詰 所 前 ２:15～２:25

勝 浦 会 館 ２:30～２:40

大森良樹さん宅南 ２:45～２:55

古 山 商 店 横 ３:00～３:10

ＪＡ生比奈支所前 ３:15～３:25

農 村 婦 人 の 家 ３:30～３:40

生 名 セ ン タ ー 前 ３:45～３:55

平成16年度 狂犬病予防注射日程表

ククリリーーンン情情報報

犬

〇 登録料 3,000円
（平成７年度以降に登録された方は不要です）

〇 注射料 3,000円
平成７年度以降に犬の登録をされた

方は、注射案内通知のハガキを必ず

ご持参ください。

〇問い合わせ先

勝浦町住民課（ ２－1501）

狂犬病は、現在日本では発生していません

が、外国では発生例が伝えられています。外

国からの輸入動物が多い現在、狂犬病も感染

する恐れがあります。

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。

必ず受けるようにしてください。

お願い

狂犬病について

犬の生涯に
１回の登録

毎年１回の
狂犬病予防注射

狂犬病予防注射は、毎年１回

受けなければなりません。

（犬の体調が悪いとき、治療

中の病気があるときは、あら

かじめ獣医師に相談し

てください）

犬を飼い始めたときや、まだ

登録を受けていない場合は、

登録を受けましょう。

一度登録するとその犬の

生涯に有効です。

死亡届と変更届

また、犬が死亡したときや犬の所在が

変わったとき飼い主が変わったときは

最寄りの市町村長を経由して知事に変

更届をする事が義務づけられています。

（違反した場合は、未登録、

未注射と同様に罰則が適用

されます）

飼い犬は生涯に１回の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を受けましょう。
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ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

５月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
２
火
曜
日

（11日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
３
火
曜
日

（18日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
４
火
曜
日

（25日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

６

月

１

日

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

５月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
２
月
曜
日

（10日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
３
月
曜
日

（17日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
４
月
曜
日

（24日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

５

月

曜

日

（31日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

五
月
一
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

五
月
八
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

古紙の回収にご協力を
※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

五
月
十
二
日

●

五
月
二
十
六

日

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」
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★ガラスびん・あき缶収集は
連休があるため日程にご注意ください。

（火）

（水）（水）

（土）（土）



マムシに かまれたら

県では、県下を東部、西部、南部の３つの地域

に分け、それぞれに小児救急医療体制を整備して

います。勝浦町は南部地域に含まれ、拠点病院と

して、徳島赤十字病院において、365日、24時間

体制で小児科専門医が対応しています。

なお受診される際には、あらかじめ電話で確認

してください。

徳島赤十字病院
小松島市中田町字新開28－1

08853－２－2555

利用される保護者の方へ

日ごろから子どもの健康管理を行う上で、「か

かりつけ医」を持つことが大切です。救急医療は

臨時、応急的な処置となりますので、次の日には

かかりつけ医に受診しましょう。

小児救急をはじめとする救急医療情報を、

徳島県ホームページ「医療とくしま情報箱」
(http://www.iryo.pref.tokushima.jp)

で紹介しています。

みんなの健康

の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 ２－1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

７ 金
経口生ポリオワクチン

投 与
13:00～14:00

農村環境改善

セ ン タ ー

平成８年11月８日～平成

16年２月７日までに生ま

れた子で、まだ２回受け

ていない子

予 診 票

母子健康手帳
予防接種手帳

11 火
デ イ ケ ア

「 た ん ぽ ぽ の 会 」
13:30～15:30

住 民 福 祉

セ ン タ ー
会員

14 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成12年11月１日～平成

13年２月28日までに生ま

れた子

予 診 票

母子健康手帳

25 火 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住民 健 康 手 帳

28 金

離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成15年10月１日～平成

16年３月31日までに生ま

れた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

５月～10月にかけてはマム

シの出没期です。もし、マム

シにかまれたら応急処置をし

て、一刻も早く医師の診断を

受けましょう。

☆傷口より心臓に近いところを強くしばる。

☆ 15分に１回は、しばりを解いて血を通し

またしばる。

勝 浦 病 院（勝浦町棚野）
08854－２－2555

福原 診療所（上勝町福原）
08854－６－0302

上勝町診療所（上勝町正木）
08854－４－5010

平成16年５月１日から10月31日まで

応 急 処 置

血清の保管場所

保 管 期 間

徳島の小児救急医療体制
について
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定期予防接種実施期間（個別接種）

保 健 だ よ り

★なお、任意接種（定期接種の年齢以外の者や実施期間以外に接種した場合）
となった場合は接種料金が全額自己負担となります。次の料金を医療機関
の窓口で支払ってください。 問い合わせ先

勝浦町福祉課保健師
２－1502

接種期間

接種料金について

医療機関

４月から、３種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風）、麻しん、風しんの

予防接種を実施していますが、５月から日本脳炎の予防接種が始まります。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 実施場所

３種混合

勝浦病院

山西医院

２種混合

麻 し ん

風 し ん

日本脳炎

※あらかじめ医療機関にお問い合わせください。

３ 種 混 合（ジフテリア・百日咳・破傷風）………………… 無 料

２ 種 混 合（ジフテリア・破傷風）………………………… 無 料

風 し ん ………………………………………………… 無 料

麻 し ん ………………………………………………… 無 料

日 本 脳 炎 ………………………………………………… 無 料

月 火 水 木 金 土 日 受 付 時 間

勝 浦 病 院
（ ２－2555）

× × × × × 10:00～15:00
（月・金曜日のみ小児科で）× × × × ×

山 西 医 院
（ ２－3027）

× × ９:00～11:30
15:00～17:00× × ×

※×印のはいっているところは接種が受けられません。

☆接種される場合は、あらかじめ電話等で接種を希望する医療機関へ予約をしてください。
なお、直接、医療機関に行っても受けられません。

日本脳炎１回につき 5,000円、麻しん 6,000円、風しん 6,000円
３種混合１回につき 5,500円、２種混合 4,500円
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国民健康保険税
184,924千円

歳 入

728,319
千円

国県支出金
257,416千円

繰越金
150,575千円

交付金
77,906千円

一般会計繰入金 56,833千円

その他 665千円

この制度は、世帯主＋その世帯の被保険者の合計所得<33万＋35万>×被保

険者数の条件を満たしている世帯の均等割額と平均割額の合計の20％が減額

される制度です。

該当する世帯には、申請書を送付しますので記入・押印のうえ、締め切り

日までに勝浦町税務課へ提出してください。

提出がない場合は、軽減が受けられませんのでご注意ください。なお、７

割・５割軽減につきましては、申請は必要ありません。

※各軽減は、平成15年中の所得申告を済ませていないと受けることができ

ません。まだ申告をされていないかたは、必ず、申告を行ってください。

国民健康保険税２割軽減制度について

国民健康保険被保険者証の検認をまだ済まされていない人は、

旧の保険証をご持参の上、勝浦町税務課まで至急お越しください。

40歳から64歳の介護保険料は、国保(税)として徴収します。

歳 出

728,319
千円

保険給付金（医療費等）
427,408千円

老人保健拠出金
141,141千円

予備費
100,000千円

その他 15,972千円

保健事業費 6,631千円

総務費 10,950千円

介護納付金 26,217千円
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平成15年度の図書館利用者数は32,781人です。県

立図書館との連携を密にして、皆さまのご要望に応

じられるよう務めていきたいと思っております。

本年度もなお一層ご利用くださいますよう、お願

い申しあげます。

開館
日数

利 用 者 数 貸 出 冊 数
月 当 月 累 計 １日平均 当 月 累 計 １日平均
4 25 2,619 2,619 105 3,543 3,543 142
5 26 2,734 5,353 106 3,526 7,069 136
6 25 2,741 8,094 110 3,650 10,719 146
7 26 3,226 11,320 125 4,159 14,878 160
8 26 3,622 14,942 140 4,155 19,033 160

9 24 2,728 17,670 114 3,444 22,477 144
10 26 2,459 20,129 95 2,915 25,392 113
11 25 2,761 22,890 111 3,508 28,900 141
12 23 2,331 25,221 102 3,108 32,008 136
1 23 2,350 27,571 103 3,065 35,073 134
2 24 2,635 30,206 110 3,833 38,906 160
3 25 2,575 32,781 103 3,787 42,693 152

開館
日数

ＶＴＲ貸出 Ｃ Ｄ 貸 出 貸 出 合 計
月 当 月 累 計 当 月 累 計 当 月 累 計
4 25 960 83 4,586
5 26 886 1,846 82 165 4,494 9,080
6 25 837 2,683 71 236 4,558 13,638
7 26 932 3,615 93 329 5,184 18,822
8 26 1,124 4,739 61 390 5,340 24,162

9 24 879 5,618 56 446 4,379 28,541
10 26 862 6,480 71 517 3,848 32,389
11 25 860 7,340 82 599 4,450 36,839
12 23 759 8,099 93 692 3,960 40,799
1 23 766 8,865 67 759 3,898 44,697
2 24 823 9,688 103 862 4,759 49,456
3 25 937 10,625 109 971 4,833 54,289

☆ 平成15年度図書館利用状況 ☆

お吉が目をかける働き者、お

石の女心を綴り、縁談からめ

でたく結ばれるまでを描く

「お石の縁談」「十三歳の仲人」

など８篇を収録

十三歳の仲人 御宿かわせみ
平 岩 弓 枝

★
民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
五
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

★
お
は
な
し
会

二
十
三
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

十
二
日
・
十
九
日
・
二
十
六
日

★
休
館
日

三
日
・
十
日
・
十
七
日
・
二
十
四
日

三
十
一
日

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の
返
却
本

は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

五
月
の
行
事

スイート リトル ライズ 江 國 香 織

豪商伝 指宿の太平次 南 原 幹 雄

森のなかのママ 井 上 荒 野

真葛ヶ原の決闘～祇園社神灯事件簿３～
澤田ふじ子

猫舌男爵 皆 川 博 子

猿曳遁兵衛～重蔵始末(3)～ 逢 阪 剛

サワコの和 阿川佐和子

湯けむり浄土～花輪大八湯守り日記～高 橋 義 夫

なぜ日本は行き詰ったか 森 嶋 通 夫

出番を待つ怪物ウイルス 根路銘国昭

イラク戦争と自衛隊派遣 森 本 敏 編

農業と食料がわかる事典
～いまとこれからを読む～ 藤 岡 幹 恭

ベジタブルでフルコース～オードブルから
デザートまで、野菜度100パーセント・レシピ～

カノウユミコ

65歳からの食卓～元気力は身近な工夫から～
足 立 己 幸

新着図書一部紹介

イタリア幻想曲 貴賓室の怪人Ⅱ
内 田 康 夫

ミモザ咲き乱れるトスカーナ

の美しいヴィラに滞在する美

術愛好家の日本人たち。その

長閑な村でカメラマンの死体

が発見された。同行していた

浅見光彦は、30年前ヴァチカ

ンを揺るがした日本人テロリ

スト達の企みに対峙すること

に…！欧州を舞台に綴られる

壮大な書き下ろしミステリー

叙事詩
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TEL

（08854

）2-2511
FAX

（08854

）2-3028

まちのうごき

人 口（平成16年３月31日現在）

世帯数 2,109戸
男性 3,222人
女性 3,465人
計 6,687人

出生 男 ３人 女 １人 計 ４人
死亡 男 ４人 女 ３人 計 ７人
転入 男 14人 女 13人 計 27人
転出 男 26人 女 19人 計 45人

平成16年３月16日～４月15日（敬称略）

ご結婚おめでとう

（ 大字沼江字西岡
徳島市

山 西 信 也
谷 京 子

近 藤 元
川 田 仁 美

渡 留 以
大 川 裕 美

大字沼江字西ヶ原
麻植郡鴨島町

大字三溪字上羽瀬
美馬郡美馬町

（

（

お誕生おめでとう

おくやみ申します

大字生名字平野 仲田喜久榮（87歳）
大字沼江字山路 二階堂清子（80歳）
大字三溪字樫渕 谷 口 武（76歳）
大字生名字大前 山 下 末 雄（80歳）
大字三溪字溝内 佐 藤 雅 博（56歳）
大字生名字北 吉 本 茂（89歳）
大字久国字国光 岡 マサヱ（91歳）
大字久国字久保田 福 井 笹 男（75歳）

善意ありがとうございました

新 居 清 玄 さん（坂本） 谷 口 悦 子さん（三溪）

清 水 一 史 さん（三溪） 井 上 正 義さん（坂本）

匿 名 （坂本）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

大字中角字東山 ）伊 丹 秀 樹
亜 希

長男 喜
はる

哉
か

長男 亮
りょう

汰
た

長男 慶
よし

輝
き

長女 詩
し

音
おん

谷 昌 典
佳 子

鶴 居 義 道
紀代美

上 岡 尚 貴
亜 美

）
）
）

大字生名字石垣

大字三溪字樫渕

大字沼江字並松

日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

５月７日
５月14日
５月21日
５月28日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉
センター１階

内 容
人権・行政・厚生
福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。
２－4652

交
通
事
故
相
談

５月25日
10:00～16:00

（受付時間
15:00まで）

小松島中央会館
小松島市松島町
5-6
08853-2-2030

相談員
小 倉 歓 一

問い合わせ先
交通事故相談所
徳島県庁１階
088-621-3200

出
張
年
金
相
談

５月13日
10:00～15:00

勝浦町農村環境
改善センター
１階 相談室

持参するもの
年金手帳または
年金証書

各 種 相 談

５月交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
13 27

19:30～21:30
木 木

踊 り
19 26

13:00～15:00
水 水

歌 謡
11 18 25

19:30～21:30
火 火 火

生け花
20

19:30～21:30
木

大正琴
7 13 27 木曜日 13:00～15:00

金曜日 19:30～21:30金 木 木

習 字
7 14 21

19:00～21:00
金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

夜間救急当番表

５月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
５月４日 湯 浅 医 院 ２－２００３

５月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月８日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

５月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月12日 山 西 医 院 ２－３０２７

５月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月16日 湯 浅 医 院 ２－２００３

５月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月20日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

５月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
５月24日 山 西 医 院 ２－３０２７

５月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月28日 湯 浅 医 院 ２－２００３

５月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

近隣地域との交流事業として、各種講座を次のとおり
開講いたします。
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